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「本気で」
校長 浅利 宏

日頃より本校教育活動について、ご理解ご協力をいただき、改めて感謝申し
上げます。
本校は昨年度創立４０周年を迎え、次の５０周年という大きな節目に向かっ

て新たなスタートを切りました。「自尊 自知 自制」の校訓のもと、社会の
幸福に貢献できる有為な人材を育成することを教育目標とし、日々がんばって
います。本校の今年度の教育方針、重点事項の中の大きな３つのキーワードは、「社会の変化に主
体的に対応できる人間の育成」「本気で挑戦し続ける新屋高校」そして「社会（地域）貢献」です。
それらを実現するために、現在行っている探究活動、環境（SDGｓ）に関する活動、そしてボラン
ティア活動等を今後も積極的に行っていきます。このような活動を通し、予測困難な社会の変化
に柔軟に対応する広い視野、そして主体性を持たせることを目指しています。
昨年度は「合同会社あらこう」を立ち上げ、販売会から株主総会までを実施しました。教室内

で授業を受けるだけでなく、実体験し将来に生かす、いわゆるキャリア教育という意味において
は、本校は県内の他の高校をリードする立場にあります。昨年度は、秋田県環境大賞とキャリア
教育推進優良校文部科学大臣賞も受賞しました。そして、グローバル化、進学指導の強化という
２点を昨年度より学校経営方針に入れています。
また、部活動についても多くの部が全国大会、東北大会に出場するなど、数多くの結果を残し

ています。さらに、今年度香川県で開催される全国高等学校総合文化祭に、本校吹奏楽部が県代
表として参加します。
このような成果の大きな力となっているのが、地域の皆様の支援だと思っております。特に本

校は「地域の学校」「おらほの学校」と呼んでいただいています。そのように呼んでいただけてい
ることに感謝し、同時に期待に応えるよう尽力していくことが、我々の使命の一つであると改め
て感じています。
「生徒が毎日通いたいと思える学校」、「保護者が自分の子どもを通わせたいと思う学校」、そし

て「地域に愛され応援される学校」を目指して、「本気で」精一杯務めさせていただきます。何卒、
ご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

「高校生活」
１年部主任 渡部 祐司

今年度、新たに入学した160名は入学式から「立ち振る舞いが立派だ。」と各方面からお褒めを
いただき、良い緊張感を持って生活しております。４月からの授業や今年十数年ぶりに復活した
運動会をはじめとする学校行事、定期考査などを経験し、一歩ずつではありますが、高校生らし
くなってきたように感じます。夏休みに入り、今まで以上に部活動に励む生徒やアルバイトにい
そしむ生徒、はたまた進路を見据えて勉強に励む生徒など、それぞれに夏季休業の約１ヶ月を充
実した日々にしてもらえればと考えています。
本校では、「本気で挑戦」を合い言葉に様々な体験活動を通して、大きく変化している社会に対

応していける力の育成を目的として、今後も様々な講座やプログラム、探究活動を実施し、その
充実と継続を図って参りたいです。なお昨年度に引き続いてJPX起業体験プログラムの販売会を１
０月２６日（日）ナイス新屋店で開催する予定です。販売品、販売方法を含め、今後各クラスで
検討を重ねていきます。お時間にご都合がつく保護者の皆様にはお越しくださいますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、日頃から地域住民の皆様には、温かいお声掛けをいただきありがとうござ

います。今後とも生徒たちの教育活動を御支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。



「１学期を振り返って」
特別活動部主任 佐々木 渉

学校創立４０周年を迎えた昨年度の勢いをそのままに、今年度も学校行事や各部活動の大会で
生徒たちが目覚ましい活躍を見せています。
２０年ぶりに復活した大運動会では、ソユースタジアムを会場に運動会を開催しているいずれ

の高校よりも抜きんでた盛り上がりを見せ、まさに新屋高校が一致団結しました。
運動部は、全県総体を制しインターハイ出場を決めた弓道部をはじめ、ソフトボール部、バド

ミントン部、陸上競技部、剣道部等、さまざまな部活動が上位大会へ進出し活躍を見せてくれて
います。
新高祭では昨年を上回る来場者を迎え、文化部の発表、アラコレ、クラスパフォーマンス、各

クラスの企画等で賑々しい２日間でした。
７月の硬式野球甲子園予選の応援では、初戦から全校応援を実施し、野球部員と全校生徒がひ
とつになって対戦相手校と戦いました。
夏休み中には、香川県高松市で開催される全国高等学校総合文化祭に出場する吹奏楽部、鳥取
県米子市で開催される全国高等学校総合体育大会出場する弓道部個人ならびに女子団体のほか、
本校を会場に開催される「登れイシダ坂」など、様々な場面で生徒たちの活躍が期待されていま
す。
２学期開始早々には恒例の校内球技大会が行われます。各クラスが団結し、精一杯のプレーと

声援で大盛り上がりとなることは必至です。ますます勢いに乗った新屋高校から目が離せません。

大館鳳鳴高校との試合 応援にも熱が入ります

～部活動の記録～ １学期分 ※東北大会出場以上

競 技 大 会 名 種 目 成 績 氏 名 備考
陸上競技部 秋田県高等学校 男子４００ｍＨ 第３位 大澤良雅 東北大会出場

総合体育大会

女子４００ｍ H 第４位 斎藤結衣 東北大会出場

男子１６００ｍ 第４位 高橋海凪 東北大会出場

リレー

鈴木淳嗣 東北大会出場

三平奏斗 東北大会出場

大澤良雅 東北大会出場

剣道部 秋田県高等学校 女子団体 第２位 東北大会出場

総合体育大会

女子個人 ベスト８ 横山海優 東北大会出場

弓道部 秋田県高等学校 女子団体 第１位 東北大会

総合体育大会 インターハイ出場

男子個人 第１位 槇木知優 東北大会

インターハイ出場

女子個人 第４位 伊藤結奏 東北大会出場

女子個人 第６位 藤島惟衣 東北大会出場

ソフトボール部 秋田県高等学校 第２位 東北大会出場

総合体育大会

※その他沢山の部活動が各大会で活躍しています。詳細は新屋高校ホームページをご覧ください。


